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資料２ 



年次事業評価シート（指定管理者の業務に係る事業の評価）
【施設の概要】

所管課名

施設名

施設所在地

設置の目的 社会教育法及び図書館法の規定に基づく目標を達成するため

指定管理者

指定期間 ～
評価期間 ～

【指定管理者が行う主な業務の内容】

【管理経費の収支状況】

※詳細は別添「自己評価表」参照

【施設の利用状況】

※詳細は別添「自己評価表」参照

1,673,638

※直営最終年度は平成24年度
※直営最終年度の金額は、現在、指定管理者によって行われている業務内容と異なるため参考値（情報提供事
業全体を2館で割ったもの）

公民館平均稼働率(％) 21 25 4

公民館開館日数(日) 308 307 ▲ 1

そ
の
他

収入(円) 0

収入合計(円)

収支(円)

支出合計(円)

支出(円)

0

98,450

▲ 379,688508,953

76,375,047

6,194,134

46,801,787

23,379,126

社会教育課

八潮市立八條図書館及び八條公民館

八潮市八條2753番地46

ヤオキン商事株式会社

指定管理者に
求めるもの

（1） 専門的人材の確保や効率的な人材配置など合理的な人的資源の整備
（2） 事業経営の合理化等による経費節減（3） 民間のノウハウを活かした事業展開

令和5年4月1日

令和6年4月1日

令和10年3月31日

令和7年3月31日

(１)図書館資料の収集、整理及び保存、図書及び雑誌の貸出等の業務
(２)公民館の利用の許可、定期講座の開設等の業務
(３)八條図書館・公民館の施設及び設備の維持管理に関する業務

比較(R6-R5)

1,195,500

92,286 89,009 ▲ 3,277図書館来館者数(人)

0

300 292 ▲ 8

令和５年度 令和６年度 比較(R6-R5)

図書館開館日数(日)

614,393

547,653

令和６年度令和５年度直営最終年度

前年度繰越金

利用料金収入

管理料

講座材料費等

－

－

76,764,50075,569,000－

－

119,50021,050－

888,641

74,701,409

5,682,542

46,254,134

22,764,733

－

－

9,184,298

41,127,676

26,588,858

1,293,95076,884,00075,590,0500

維持管理費

人件費

運営費

そ
の
他

－ 0

－ 0

511,592
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【活動指標】(事務事業評価から引用)

【成果指標】(事務事業評価から引用)

【利用者満足度調査結果】(抜粋)

※回収枚数は170件であったが、「無回答」が16件あった。

38（八條15、八幡
23）

51（八條26、八幡
25）

教室・講座の受講者数
（八幡公民館分含む）

人
計画 1,200 1,200

実績
1,720（八條1,061、
八幡659）

3,527（八條2,910、
八幡617）

学校における活動の参加人数
（八幡図書館分含む）

人
計画 1,080 1,080

実績

36

実績
68（八條30、八幡
38）

58（八條25、八幡
33）

単位 令和５年度 令和６年度

教室・講座の数
（八幡公民館分含む）

件
計画 35 35

実績

学校への出前おはなし会
（八幡図書館分含む）

単位 令和５年度 令和６年度

回
計画 36

独自の広報紙「コネクト」の発行や地域住民が交流を促進できる「図書館まつり」、「科学フェス
タ」等の新規事業を行った。

非常に
満足

満足
どちら
でもない

不満
非常に
不満

合計

56 65 32 1 0 154

4

100.0%36.4% 42.2% 20.8% 0.6% 0.0%

指定管理者に対する評価(総合評価)
(人)

【サービスの向上】（指定管理者が運営を行うことによりサービスが向上したものについて記述）

利用者満足度指数

割合(%)

1,750（八條667、八
幡1,083）

1,424（八條461、八
幡963）

- 2 -



【
年

次
事

業
評

価
結

果
】

※
評
価
が
「
Ｃ
」
の
場
合
は
、
そ
の
改
善
策
等
を
特
記
事
項
に
記
入
す
る
。

①
開

館
時

間

②
管

理
執

行
体

制
に

関
す

る
事

項

③
個

人
情

報
の

保
護

④
利

用
者

へ
の

対
応

及
び

サ
ー

ビ
ス

等
の

向
上

利
用

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

な
ど

を
実

施
し

、
自

己
分

析
や

業
務

改
善

を
行

っ
て

い
る

か
関

係
書

類
等

に
よ

り
確

認
す

る
・

期
間

　
令

和
7
年

1
月

7
日

～
1
月

3
1
日

・
回

答
数

：
1
7
0
件

（
う

ち
無

回
答

1
6
件

）
・

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
に

基
づ

き
適

正
な

分
析

が
行

わ
れ

て
い

る
。

Ａ

市
民

か
ら

の
苦

情
等

の
ト

ラ
ブ

ル
の

対
応

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
関

係
書

類
等

に
よ

り
確

認
す

る
・

苦
情

件
数

：
5
件

・
職

員
の

接
客

態
度

に
対

す
る

苦
情

が
あ

っ
た

た
め

、
後

日
接

遇
の

研
修

を
行

っ
た

。
Ａ

職
員

育
成

の
た

め
の

研
修

は
行

わ
れ

て
い

る
か

関
係

書
類

等
に

よ
り

確
認

す
る

・
随

時
、

事
業

所
に

お
け

る
職

場
内

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

・
図

書
館

事
業

に
関

わ
る

研
修

は
5
回

8
人

が
参

加
し

た
。

・
公

民
館

事
業

に
関

わ
る

研
修

と
し

て
は

、
国

立
教

育
政

策
研

究
所

に
よ

る
社

会
教

育
主

事
資

格
取

得
の

た
め

の
講

習
の

ほ
か

、
5
回

6
人

が
参

加
し

た
。

Ａ

個
人

情
報

の
管

理
及

び
取

り
扱

い
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
作

成
が

な
さ

れ
て

い
る

か
作

成
状

況
及

び
そ

の
内

容
に

つ
い

て
確

認
す

る
（

電
子

媒
体

及
び

紙
媒

体
い

ず
れ

も
）

・
個

人
情

報
保

護
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
整

備
さ

れ
、

適
正

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。
・

令
和

4
年

4
月

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新
が

行
わ

れ
て

お
り

、
そ

の
内

容
が

適
切

で
あ

る
と

確
認

し
た

。
Ａ

事
業

計
画

に
基

づ
い

た
行

事
は

行
わ

れ
て

い
る

か
関

係
書

類
等

に
よ

り
確

認
す

る
・

令
和

6
年

度
八

條
図

書
館

事
業

計
画

案
及

び
八

條
公

民
館

事
業

計
画

案
と

月
次

報
告

書
か

ら
、

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

Ａ

業
務

に
従

事
す

る
職

員
は

、
関

係
法

令
を

遵
守

し
て

い
る

か
法

令
遵

守
責

任
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

、
関

係
書

類
（

研
修

の
開

催
結

果
等

）
に

よ
り

確
認

す
る

・
事

業
所

に
お

け
る

職
場

内
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。
・

消
防

訓
練

を
2
回

実
施

し
、

1
6
人

が
参

加
し

た
。

・
労

働
安

全
衛

生
及

び
個

人
情

報
取

扱
い

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

、
1
6
人

が
参

加
し

た
。

Ａ

八
潮

市
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

き
適

正
に

取
り

扱
わ

れ
て

い
る

か
条

例
違

反
の

有
無

に
つ

い
て

関
係

書
類

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

り
確

認
す

る

・
条

例
違

反
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
・

図
書

館
、

公
民

館
と

も
に

利
用

者
の

情
報

を
登

録
し

て
い

る
が

、
適

切
な

管
理

・
運

営
が

行
わ

れ
て

い
る

。
・

紙
媒

体
及

び
電

子
媒

体
の

個
人

情
報

は
鍵

付
き

の
棚

に
保

管
し

、
フ

ァ
イ

ル
は

パ
ス

ワ
ー

ド
管

理
す

る
な

ど
情

報
漏

洩
対

策
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

Ａ

業
務

を
遂

行
す

る
た

め
の

必
要

な
職

員
は

確
保

さ
れ

て
い

る
か

職
員

の
配

置
を

就
労

関
係

書
類

な
ど

に
よ

り
確

認
す

る

・
職

員
の

人
数

：
2
0
人

（
う

ち
正

規
職

員
6
人

、
臨

時
職

員
1
4
人

、
う

ち
司

書
6

人
、

社
会

教
育

士
4
人

）
（

令
和

7
年

4
月

1
日

時
点

）
・

職
員

に
つ

い
て

国
の

基
準

等
は

無
い

・
職

員
が

病
欠

を
し

た
場

合
で

も
、

他
の

職
員

が
対

応
で

き
る

よ
う

な
シ

フ
ト

を
組

ん
で

い
る

。
・

職
員

配
置

表
に

よ
り

確
認

。

Ａ

業
務

の
処

理
に

適
し

た
執

行
体

制
や

処
理

過
程

に
お

け
る

チ
ェ

ッ
ク

機
能

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か

体
制

の
状

況
に

つ
い

て
現

状
を

確
認

す
る

 
 
業

務
処

理
を

確
認

で
き

る
各

種
規

定
な

ど
に

よ
り

確
認

す
る

・
役

割
分

担
表

に
基

づ
い

て
業

務
を

行
っ

て
い

る
。

・
重

要
書

類
の

作
成

な
ど

に
お

い
て

は
、

必
ず

二
重

三
重

の
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

よ
う

な
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

。
Ａ

評
　

価
　

項
　

目
確

 
認

 
結

 
果

(
具

体
的

な
確

認
事

項
、

根
拠

）
評

 
価

特
 
記

 
事

 
項

現
地

確
認

事
項

業
務

履
行

内
容

評
価

方
法

開
館

予
定

日
、

開
館

時
間

は
守

ら
れ

て
い

る
か

開
館

日
数

、
時

間
数

が
守

ら
れ

て
い

た
か

関
係

書
類

に
よ

り
確

認
す

る

・
開

館
日

数
：

図
書

館
2
9
2
日

、
公

民
館

3
0
7
日

・
図

書
館

は
、

令
和

6
年

9
月

3
0
日

か
ら

1
0
月

1
日

ま
で

、
図

書
館

シ
ス

テ
ム

更
新

の
た

め
休

館
と

し
た

。
そ

れ
以

外
に

つ
い

て
は

す
べ

て
開

館
し

て
い

る
。

・
開

館
時

間
：

図
書

館
9
:
0
0
～

1
9
:
0
0
、

公
民

館
9
:
0
0
～

2
1
:
0
0

・
職

員
は

8
:
3
0
～

2
1
:
1
5
（

土
日

は
2
1
:
0
5
ま

で
）

の
間

施
設

に
配

置
さ

れ
て

い
る

。
・

八
潮

市
立

八
條

図
書

館
・

八
條

公
民

館
　

月
次

報
告

書
に

よ
り

確
認

Ａ
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⑤
利

用
許

可
業

務

⑥
施

設
設

備
及

び
物

品
の

維
持

管
理

安
全

衛
生

管
理

に
配

慮
し

た
業

務
運

営
、

管
理

が
さ

れ
て

い
る

か
施

設
の

安
全

衛
生

管
理

の
状

況
に

つ
い

て
関

係
書

類
及

び
現

状
を

確
認

す
る

・
年

１
回

、
職

員
全

員
の

健
康

診
断

を
行

っ
て

い
る

。
Ａ

物
品

（
備

品
）

の
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

台
帳

に
よ

り
確

認
・

備
品

台
帳

に
よ

り
確

認
・

台
帳

に
つ

い
て

は
適

切
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

Ａ

施
設

の
保

安
管

理
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

施
設

の
警

備
状

況
に

つ
い

て
関

係
書

類
及

び
現

状
を

確
認

す
る

・
施

錠
責

任
者

を
決

め
適

切
に

施
錠

が
で

き
て

い
る

。
・

警
備

会
社

と
契

約
し

、
施

錠
後

に
侵

入
者

が
あ

っ
た

場
合

、
警

備
員

が
見

回
り

を
行

っ
て

い
る

。
Ａ

清
掃

業
務

等
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

業
務

範
囲

が
的

確
に

処
理

さ
れ

て
い

る
か

関
係

書
類

に
よ

り
確

認
す

る
・

清
掃

業
務

委
託

を
行

い
、

共
用

部
と

図
書

館
全

般
は

毎
日

、
図

書
館

と
公

民
館

の
細

部
は

１
日

毎
交

互
に

清
掃

し
て

い
る

。
Ａ

各
部

の
施

設
維

持
管

理
が

良
好

な
状

態
に

維
持

さ
れ

て
い

る
か

正
常

に
維

持
さ

れ
て

い
る

か
、

保
守

点
検

や
修

繕
の

状
況

に
つ

い
て

関
係

書
類

及
び

現
状

を
確

認
す

る

・
特

定
建

築
物

、
建

築
設

備
、

施
設

内
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

に
法

定
点

検
の

義
務

が
あ

り
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

・
受

水
槽

、
消

防
設

備
、

電
気

設
備

等
に

つ
い

て
も

点
検

が
行

わ
れ

、
適

切
に

管
理

で
き

て
い

る
。

Ａ

施
設

の
改

修
・

修
繕

は
市

と
協

議
の

上
で

行
わ

れ
て

い
る

か
修

繕
の

箇
所

、
経

緯
に

つ
い

て
関

係
書

類
を

確
認

す
る

・
定

例
会

、
月

次
報

告
書

に
よ

り
確

認
・

大
規

模
改

修
ま

で
の

間
の

修
繕

箇
所

等
に

つ
い

て
優

先
順

位
の

資
料

を
作

成
し

、
協

議
し

た
。

Ａ

利
用

料
金

の
徴

収
は

適
正

に
執

行
さ

れ
て

い
る

か
利

用
料

金
の

徴
収

が
適

正
に

執
行

さ
れ

て
い

る
か

確
認

す
る

・
1
0
日

毎
の

利
用

料
金

徴
収

報
告

に
よ

り
現

金
収

納
を

確
認

し
て

い
る

。
・

埼
玉

県
東

南
部

地
域

公
共

施
設

予
約

案
内

シ
ス

テ
ム

（
ま

ん
ま

る
よ

や
く

）
の

口
座

振
替

に
よ

り
適

正
に

執
行

さ
れ

て
い

る
。

・
滞

納
は

な
い

。

Ａ

利
用

者
の

公
平

な
選

考
を

行
っ

て
い

る
か

事
業

計
画

及
び

関
係

書
類

に
よ

り
現

状
を

確
認

す
る

・
八

潮
市

立
図

書
館

設
置

及
び

管
理

条
例

、
八

潮
市

立
公

民
館

設
置

及
び

管
理

条
例

に
基

づ
き

、
適

切
に

運
営

さ
れ

て
い

る
。

・
埼

玉
県

東
南

部
地

域
公

共
施

設
予

約
案

内
シ

ス
テ

ム
（

ま
ん

ま
る

よ
や

く
）

に
よ

る
抽

選
機

能
で

公
平

に
利

用
者

を
選

考
し

て
い

る
。

Ａ

利
用

料
金

は
適

正
に

設
定

さ
れ

て
い

る
か

利
用

料
金

が
市

と
協

議
し

た
設

定
と

な
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

・
八

潮
市

立
公

民
館

設
置

及
び

管
理

条
例

に
基

づ
き

適
切

に
徴

収
さ

れ
て

い
る

。
Ａ

利
用

料
金

の
減

免
の

手
続

き
は

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

関
係

書
類

等
に

よ
り

確
認

す
る

・
減

免
2
3
8
件

・
免

除
対

象
：

八
潮

市
、

八
條

公
民

館
・

減
額

対
象

：
社

会
教

育
団

体
、

福
祉

関
係

団
体

（
5
0
％

減
額

）
Ａ

評
　

価
　

項
　

目
確

 
認

 
結

 
果

(
具

体
的

な
確

認
事

項
、

根
拠

）
評

 
価

特
 
記

 
事

 
項

現
地

確
認

事
項

業
務

履
行

内
容

評
価

方
法
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⑦
経

費
の

執
行

管
理

⑧
そ

の
他

の
事

項

【
指

定
管

理
者

自
己

評
価

及
び

業
務

改
善

に
向

け
た

分
析

】

【
所

管
課

所
見

】

(
1
)
指

定
管

理
者

自
己

評
価

　
運

営
も

２
年

目
に

入
り

、
図

書
館

・
公

民
館

共
に

安
定

し
た

運
営

を
行

っ
て

い
ま

す
。

講
座

や
事

業
数

も
増

え
、

来
館

者
数

や
貸

出
数

も
概

ね
増

加
傾

向
と

言
え

ま
す

。
今

年
度

は
、

シ
ス

テ
ム

更
新

で
の

長
期

休
館

や
令

和
7
年

1
月

2
8
日

に
発

生
し

た
道

路
の

陥
没

に
よ

る
交

通
状

況
の

変
化

が
あ

り
、

来
館

者
数

や
貸

出
数

な
ど

の
実

績
に

影
響

が
出

て
い

ま
す

。
道

路
状

況
に

関
し

て
は

、
今

後
の

経
過

を
見

つ
つ

、
改

め
て

来
館

の
き

っ
か

け
と

な
る

集
客

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
な

ど
、

改
善

措
置

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
　

令
和

7
年

1
月

に
実

施
し

た
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
は

「
満

足
」

、
「

や
や

満
足

」
の

回
答

が
7
0
％

を
超

え
、

前
年

度
の

6
5
％

と
比

較
し

、
よ

り
良

い
評

価
を

い
た

だ
く

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。
「

や
や

不
満

」
、

「
不

満
」

と
い

っ
た

回
答

も
0
.
6
％

と
減

少
し

、
運

営
の

向
上

が
図

れ
た

と
考

え
ま

す
。

　
上

記
を

踏
ま

え
、

管
理

運
営

に
お

い
て

前
年

度
以

上
に

利
用

者
よ

り
評

価
い

た
だ

け
ま

し
た

。

(
2
)
業

務
改

善
に

向
け

た
分

析

【
施

設
管

理
に

つ
い

て
】

　
空

調
設

備
、

排
煙

窓
、

感
知

器
、

非
常

用
放

送
機

器
、

非
常

照
明

な
ど

、
大

規
模

な
修

繕
が

必
要

な
設

備
に

つ
い

て
は

、
長

期
的

な
計

画
と

し
て

市
と

協
議

を
し

、
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

小
規

模
な

修
繕

と
し

て
は

、
児

童
コ

ー
ナ

ー
や

会
議

室
の

床
の

剥
が

れ
な

ど
、

利
用

者
の

怪
我

に
繋

が
り

か
ね

な
い

箇
所

を
中

心
に

進
め

る
予

定
で

す
。

【
図

書
館

の
運

営
に

つ
い

て
】

　
さ

ら
な

る
集

客
、

貸
出

数
の

増
加

を
促

進
す

べ
く

、
事

業
の

見
直

し
や

書
架

の
レ

イ
ア

ウ
ト

変
更

等
を

続
け

て
い

く
予

定
で

す
。

交
通

事
情

に
よ

り
、

子
ど

も
の

図
書

館
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

悪
い

た
め

、
保

護
者

と
来

館
で

き
る

土
日

に
親

子
で

参
加

で
き

る
事

業
を

公
民

館
・

図
書

館
合

わ
せ

て
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
ま

す
。

ま
た

。
高

齢
者

の
多

い
エ

リ
ア

の
為

、
高

齢
者

施
設

へ
の

団
体

貸
出

や
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
等

も
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

【
公

民
館

の
運

営
に

つ
い

て
】

　
各

講
座

は
ど

ち
ら

も
満

足
度

が
高

い
た

め
、

大
き

な
見

直
し

は
行

わ
ず

、
需

要
の

高
い

“
健

康
分

野
”

と
今

後
の

集
客

に
欠

か
せ

な
い

子
育

て
世

代
の

“
親

子
向

け
講

座
”

に
力

を
入

れ
て

い
く

予
定

で
す

。
　

空
調

設
備

の
修

繕
が

叶
う

な
ら

、
新

規
定

期
講

座
と

し
て

歌
声

サ
ロ

ン
や

、
体

を
動

か
す

講
座

等
の

拡
充

を
図

り
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
令

和
５

年
度

よ
り

指
定

管
理

者
が

ヤ
オ

キ
ン

商
事

株
式

会
社

に
代

わ
り

、
令

和
５

年
度

の
入

館
者

数
は

１
０

５
，

４
１

７
人

で
あ

っ
た

が
、

令
和

６
年

度
は

９
９

,
４

２
７

人
と

な
り

、
６

％
減

と
な

っ
た

。
そ

の
理

由
と

し
て

は
図

書
館

シ
ス

テ
ム

の
更

新
に

よ
る

休
館

や
陥

没
事

故
に

よ
る

利
用

者
の

減
少

が
考

え
ら

れ
る

。
　

ま
た

、
利

用
者

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

よ
る

と
、

総
合

的
な

評
価

は
「

満
足

」
及

び
「

や
や

満
足

」
で

７
１

．
１

％
を

占
め

て
お

り
、

指
定

管
理

者
制

度
と

し
て

成
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

総
合

評
価

Ａ

業
務

の
一

括
委

託
な

ど
は

行
わ

れ
て

い
な

い
か

委
託

契
約

書
等

の
関

係
書

類
で

確
認

す
る

清
掃

業
務

と
警

備
業

務
、

そ
の

他
施

設
管

理
に

つ
い

て
委

託
を

行
っ

て
い

る
。

契
約

書
に

よ
り

確
認

。
Ａ

賠
償

保
険

に
加

入
し

て
い

る
か

保
険

証
書

等
に

よ
り

賠
償

保
険

の
保

険
内

容
等

を
確

認
す

る
賠

償
責

任
保

険
　

契
約

証
明

書
に

よ
り

確
認

Ａ

資
金

の
適

正
な

管
理

と
経

理
内

容
の

明
確

化
が

図
ら

れ
て

い
る

か
経

理
内

容
に

つ
い

て
帳

簿
及

び
関

係
書

類
に

よ
り

確
認

す
る

経
理

内
容

に
つ

い
て

具
体

的
な

記
載

が
あ

り
、

明
確

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。
Ａ

経
費

に
係

る
経

理
規

程
等

の
整

備
が

行
わ

れ
て

い
る

か
作

成
状

況
及

び
そ

の
内

容
に

つ
い

て
確

認
す

る
経

理
規

程
を

整
備

し
て

い
る

。
Ａ

経
費

を
効

率
的

に
運

用
す

る
工

夫
は

さ
れ

て
い

る
か

関
係

書
類

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

り
確

認
す

る
・

こ
ま

め
な

消
灯

・
空

調
切

替
を

行
い

、
無

駄
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
を

抑
え

て
い

る
。

Ａ

経
費

を
適

正
に

執
行

管
理

す
る

た
め

の
体

制
が

確
保

さ
れ

て
い

る
か

体
制

の
状

況
に

つ
い

て
現

状
を

確
認

す
る

経
費

の
執

行
に

は
、

上
司

の
決

裁
に

基
づ

い
て

お
り

、
体

制
を

確
保

し
て

い
る

。
ま

た
、

指
定

管
理

者
で

は
判

断
の

困
難

な
経

費
執

行
に

つ
い

て
は

、
市

と
協

議
し

て
い

る
。

Ａ

評
　

価
　

項
　

目
確

 
認

 
結

 
果

(
具

体
的

な
確

認
事

項
、

根
拠

）
評

 
価

特
 
記

 
事

 
項

現
地

確
認

事
項

業
務

履
行

内
容

評
価

方
法
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事務事業評価シート 

 

 

 

 

 

 



事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（対
象
：
R
6
年
度
実
施
事
業
）

●

[
]
●

[
]

令
和
6年
度

令
和
5年
度

10
2

10
0

目
標

計
画

実
績

12
4

実
績

目
標

％
10
0

単
位

成
果
指
標
名

活
動
指
標
名

55
,9

50
食

実
績

令 和 7 年 度

実
績

4
6,

0
0
0

4
5,

0
6
6

2,
28

2,
7
0
0

想
定

被
災

者
及

び
災

害
対

応
業

務
従

事
職

員
者

等
に

対
す

る
ｱﾙ

ﾌｧ
米

備
蓄

率

2
8
,2

7
4
,0

0
0

総
事
業
費
（
A+
B）

1
7,

2
9
1,

4
1
9

1
9,

6
1
5,

9
9
4

人
件
費
率
（
B/
（
A+
B
）
）

1
1,

00
6,
00

0

1
2.

3%

2
,1

86
,3

84

予
算
執
行
率
（
職
員
人
件
費
除
く
）

職
員
数
（
人
／
年
）

0.
3
0

1
57

.
1
%

令
和
5年
度

財 源 の 内 訳

令
和
6
年
度 45
,0

66

・
八

潮
市

備
蓄

計
画
に

基
づ

き
、

備
蓄

品
を

更
新

、
整

備
す

る
。

（
ア

ル
フ

ァ
米

　
15
,7
50

食
、

飲
料

水
（

1.
5L
）

6,
21
0本

、
（

0.
5L
）

60
0本

、
粉

ミ
ル

ク
　

12
0缶

、
液

体
ミ

ル
ク

48
缶

、
流

動
食

16
2食

、
ガ

ソ
リ

ン
缶

（
1L
）

22
4缶

、
毛

布
30
0枚

、
生

理
用

品
3,
96
0枚

他
）

・
危

機
管

理
事

象
等
に

対
応

す
る

た
め

の
手

指
消

毒
剤

等
の

調
達

す
る

。
・

災
害

対
策

用
資

機
材

（
発

電
機

、
水

中
ポ

ン
プ

、
投

光
器

等
）

の
機

能
点

検
、

軽
微

な
修

繕
、

機
器

の
調

整
を
行

う
。

1
1
.9

%

2
,3

2
4
,5

7
5

3
0
,6

3
6
,5

0
0

―

7.
7
%

2,
3
62

,
5
00

一
般
財
源

0.
3
0

1
3,

28
8,
70

0

単
位
：
円

県
支
出
金

市
債

そ
の
他

0.
30

計
画

17
.
2
%

―

15
,6

23
,2

86

0
.3

0

17
,8

09
,6

70

―

ｱﾙ
ﾌｧ

米
備

蓄
量

（
年

度
末

）

職
員
人
件
費
（
B）

単
位

事
務
事
業
名

事
業
目
的

3
款

予
算
科
目

国
庫
支
出
金

施
策
の
柱
(章

)

備
蓄

物
資

整
備

事
業

2

防
災

・
防

犯
・

消
防

・
救

急

地
域

防
災

力
の

強
化

1

項

R
5
決
算

災
害

発
生

時
に

必
要

と
な

る
避

難
者

、
帰

宅
困

難
者

及
び

災
害

対
応

業
務

従
事

者
の

食
料

や
飲

料
水

、
生

活
必
需

品
な

ど
を

確
保

す
る

。

1
1,

00
6,
00

0

R6
予
算

R
6決

算

そ
の
他

15
,6

23
,2

86

普
通
建
設
事
業
費

1
7,

2
9
1,

4
1
9

委
員
報
酬

事
業
費
（
A）

1
7,

2
9
1,

4
1
9

1
1,

00
6,
00

0
事 業 費 の 内 訳

3

補
助
費
等

災
害

に
強

い
ま

ち
づ

く
り

生
活

安
全

部

・
八

潮
市

備
蓄

計
画
に

基
づ

き
、

備
蓄

品
を

更
新

、
整

備
し

た
。

（
ア

ル
フ

ァ
米

 1
0,
30
0

食
、

飲
料

水
(1

.5
L)
 6
00
本

、
(0
.5
L)
 1
5,
43
2本

、
粉

ミ
ル

ク
 1
44
缶

、
液

体
ミ

ル
ク

 9
6

缶
、

流
動

食
 1

62
食
、

ガ
ソ

リ
ン

缶
(1
L)
 2
00
缶

、
毛

布
 1
50
枚

、
生

理
用

品
 7
,5
60
枚

、
着

圧
ソ

ッ
ク

ス
 1

00
足

、
歯

ブ
ラ

シ
 4
,7
50
本

　
他

）
・

危
機

管
理

事
象

等
に

対
応

す
る

た
め

の
手

指
消

毒
剤

等
を

調
達

し
た

。
・

災
害

対
策

用
資

機
材

(発
電

機
、

水
中

ポ
ン

プ
、

投
光

器
等

)の
機

能
点

検
、

軽
微

な
修

繕
、

機
器

の
調

整
を
行

っ
た

。

事
業
概
要

大
施
策
(
節
)

基
本
施
策

会
計

0
1

扶
助
費

維
持
補
修
費

有 ■
全
市
民

2
8
,2

7
4
,0

0
0

物
件
費

15
,6

23
,2

86

所
属
コ
ー
ド

1
50

20
00

・
八
潮

市
地

域
防

災
計

画
に

お
け

る
想

定
被

災
者

数
4,
54
5人

に
対

し
て

、
3日

分
の
食

料
及

び
飲

料
水

等
を

確
保

す
る

。
・

八
潮

市
備

蓄
計

画
に

基
づ

き
計

画
的

な
備

蓄
を

推
進

す
る

。
・

災
害

対
応

業
務

従
事

職
員

等
分

の
食

料
及

び
飲

料
水

等
の

備
蓄

を
実

施
す

る
。

・
帰
宅

困
難

者
へ

の
食

料
及

び
飲

料
水

等
の

備
蓄

を
実

施
す

る
。

そ
の
他

■

事
業

事
業
の
対
象

6
5

位
置
付
け

80
4

江
尻

1
6
年
以
上

1
1
～
1
5
年

そ
の
他

6
～
1
0
年

■

係
・
担
当

無

市
長
公
約

総
合
戦
略

主
要
事
業

実
施
主
体

継
続
年
数

5
年
以
下

●
市

県

危
機

管
理

防
災

課

根
拠
法
令
等

市
民
の
一
部国

内
部
職
員

R
7
予
算

課

危
機

管
理

担
当

部

目

令 和 6 年 度

担
当
者
名

内
線

2
8
,2

7
4
,0

0
0

・
八

潮
市

備
蓄

計
画
に

基
づ

き
、

備
蓄

品
を

更
新

、
整

備
し

た
。

（
ア

ル
フ

ァ
米

　
10
,2
50

食
、

飲
料

水
（

1.
5L
）

60
0本

、
（

0.
5L
）

21
,6
24
本

、
粉

ミ
ル

ク
（

缶
）

　
48
缶

、
粉

ミ
ル

ク
（

ス
テ

ィ
ッ

ク
タ
イ

プ
）

　
56
0ス

テ
ィ

ッ
ク

、
液

体
ミ

ル
ク

48
缶

、
流

動
食

16
2食

、
ガ

ソ
リ

ン
缶

（
1L

）
20
0缶

、
毛

布
12
0枚

、
生

理
用

品
7,
56
0枚

,簡
易

ト
イ

レ
26
4台

、
洗

身
用

具
2台

　
他

）
ま

た
、

八
潮

市
備

蓄
計

画
を

更
新

し
た

。
・

危
機

管
理

事
象

等
に

対
応

す
る

た
め

の
手

指
消

毒
剤

等
の

調
達

し
た

。
・

災
害

対
策

用
資

機
材

（
発

電
機

、
水

中
ポ

ン
プ

、
投

光
器

等
）

の
機

能
点

検
、

軽
微

な
修

繕
、

機
器

の
調

整
を
行

っ
た

。

令 和 5 年 度

事
業
の
実
施
状
況
（
見
込
み
）

3
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■
事
業
の
評
価
　
（
R
6
年
度
の
事
後
評
価
）

■
計
画
期
間
を
通
じ
て
の
課
題
と
対
応
策

①
必
要
性
の
評
価

当
該
事
務
事
業
に
つ
い
て
市
が
関
与
す
る
必
要
性

②
目
標
達
成
度
の
評
価

R6
年
度
の
目
標
達
成
度

■
総
合
評
価
（
最
終
目
標
に
対
す
る
進
捗
状
況
）

☆
☆
☆
：
順
調
（
最
終
目
標
達
成
に
向
け
、
順
調
に
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
）

☆
☆
：
概
ね
順
調
（
最
終
目
標
達
成
に
向
け
、
や
や
遅
れ
て
い
る
が
概
ね
順
調
）

☆
：
遅
れ
（
こ
の
ま
ま
で
は
、
最
終
目
標
の
達
成
が
難
し
い
）

③
実
施
内
容
・
方
法
の
評
価

成
果
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
見
直
し
の
余
地

■
今
後
の
方
向
性
（
計
画
期
間
を
通
じ
て
の
方
向
）

■

④
公
平
性
の
評
価

ⅰ
.受

益
者
が
一
部
に
偏
っ
て
い
る
か

ⅱ
.受

益
者
負
担
の
見
直
し
の
余
地

●

社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
・量
・水
準
を
見
直
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

■

●

A
：達
成
し
た
(1
00
%）

成
果
を
高
め
る
工
夫
が
考
え
ら
れ
る

民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
な
ど
の
事
業
手
法
を
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
る

■

業
務
の
進
め
方
や
手
続
き
（業
務
プ
ロ
セ
ス
）を
簡
略
化
・簡
素
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

判 断 理 由

成
果
指
標
の
目
標
を
達
成
し
た

判 断 理 由

B
：概
ね
達
成
で
き
た
(8
0%
以
上
)

C
：達
成
で
き
な
か
っ
た
（8
0%
未
満
）

偏
り
が
な
い

●
非
該
当

使
用
料
・手
数
料
等
の
料
金
設
定
を
市
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

余
地
が
あ
る

業
務
改
善
方
針
等
の
指
標
に
現
れ
な
い
目
標
を
達
成
し
た

余
地
が
全
く
な
い

事
業
費
や
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
工
夫
が
考
え
ら
れ
る

国
や
県
、
民
間
事
業
者
等
が
同
種
・類
似
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

使
用
料
・手
数
料
等
の
見
直
し
か
ら
5年
以
上
経
過
し
て
い
る

余
地
が
あ
る

今
後
の

実
施
方
針

（
改
善
方
針
）

　
令

和
7年

3月
に

更
新

し
た

八
潮

市
備

蓄
計

画
に

基
づ

き
、

備
蓄

品
の

種
類

、
備

蓄
数

量
な

ど
計

画
的

に
備

蓄
を

進
め

る
。

判 断 理 由

そ
の
他

余
地
が
な
い

（
R7
年
度
比
）

受
益
者
の
負
担
割
合
が
国
等
の
定
め
て
い
る
基
準
を
下
回
っ
て
い
る

非
該
当

受
益
者
負
担
が
な
い

現
状
維
持

労
働
量

偏
り
が
あ
る

や
や
偏
り
が
あ
る

手
段
を
改
善

余
地
が
大
き
い

■

達
成
で
き
た
内
容
／
で
き
な
か
っ
た
内
容
・
理
由
（
必
ず
記
入
）

　
震

災
に

よ
る

想
定

避
難

者
数

4,
5
45

人
に

対
し

、
そ

の
3日

分
の

食
料

を
備

蓄
す

る
こ

と
を

当
面

の
目

標
と

し
て

お
り

、
目

標
以

上
の

備
蓄

が
確

保
で

き
て

い
る

。

活
動
指
標
の
目
標
を
達
成
し
た

現
状
維
持

増
加

：
現
状
の
ま
ま
継
続

　
八

潮
市

地
域

防
災

計
画

の
震

災
時

の
想

定
避

難
者

数
及

び
災

害
対

応
業

務
従

事
職

員
等

に
対

し
、

３
日

分
の

食
糧

備
蓄

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
新

た
に

必
要

と
想

定
さ

れ
る

物
資

の
備

蓄
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

経
営
資
源

方
向
性

：
休
止
・
廃
止

：
終
了
・
完
了

重
点
化
（
拡
充
）

そ
の
他

：
見
直
し
て
継
続

　
物

資
の

備
蓄

に
つ

い
て

は
、

災
害

時
に

円
滑

な
提

供
が

で
き

る
よ

う
、

避
難

所
で

保
管

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

が
、

備
蓄

品
の

種
類

や
数

が
増

加
し

、
避

難
所

で
の

備
蓄

場
所

の
確

保
が

困
難

に
な

っ
て

い
る

。

あ
る
程
度
課
題
が
あ
る

評
価
時
点
で
認
識
さ
れ
て
い
る
問
題
・
課
題

大
き
な
課
題
が
あ
る

☆
☆
☆

順
調

増
加

●

●
削
減

判
断
理
由

●
事
業
費

削
減

効
率
・
簡
素
化

：
他
事
業
と
統
合
し
て
継
続

●

考
え
ら
れ
る

対
応
策

総
合
評
価

課
題

課
題
は
ほ
と
ん
ど
な
い

神
原

B
：高
い

●

判 断 理 由

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や
充
実
を
求
め
る
市
民
意
見
・要
望
が
増
え
て
い
る

　
避

難
所

の
施

設
管

理
者

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

備
蓄

場
所

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
備

蓄
場

所
の

確
保

を
検

討
す

る
。

A
：非
常
に
高
い

事
業
を
止
め
た
場
合
、
市
民
の
生
命
、
財
産
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

法
律
、
政
令
、
省
令
、
通
達
等
に
よ
り
、
市
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

評
価
者
名

■ ■
当
該
事
務
事
業
が
解
決
す
べ
き
課
題
が
増
え
て
い
る
。
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

そ
の
他

市
が
何
ら
か
の
関
与
（監
督
、
指
導
等
）を
し
な
い
と
、
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

C
：あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
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